
 

 

 

 

 

 

学習発表会が終わりました    

 

２２日（土）に行った学習発表会に

は、たくさんのご来校、本当にあり

がとうございました。 

校長の挨拶でも申し上げました

が、コロナ禍のため全員出席して行

う練習が思うようにできず、代役を

立てたり、部分的にカットしたりし

て練習をしていました。また３日前の児童公開日には、大事を取って出演児童はマスク

着用、鑑賞児童はリモート鑑賞としました。出演学年以外は教室でテレビ画面を見てい

たので、係活動もぶっつけ本番となり、当日まで心配が残っている状態でした。しかし、

そのような悪条件の中でも子供たちの対応ぶりは素晴らしかったと思います。演者とし

ては本番がこれまでの中で一番良い演技・演奏を披露し、係でも円滑な運営に力を発揮

するなど、一人一人がたくましく見えました。保護者の皆さんに大きな拍手もいただき、

子供たちの成長に確実につながったことと思います。 

新型コロナウイルスの対応については、政府の方針で段階的に緩和されており、世間

のコロナに対する印象もかなり変わったため、観覧者の人数制限をなくしました。しか

し、ウイルスの特長が変わったわけではないので、三密対策はさせていただきました。 

今年の冬は、新型コロナウイルスとともにインフルエンザが流行ると言われています。

ただ、新型コロナウイルスの感染対策はインフルエンザにも有効ですので、今後も今ま

で通りの対策を施しながら、学校生活を行っていきます。大きな流れとしては、対策の段

階的緩和が行われていますので、変更が生じた場合は学校からご連絡いたします。 

さて、雨竜小学校で今年度本格的に行っていることとして、田中学園との連携・交流が

あげられます。田中学園の３年生が、前期のうちに３回来町していますが、田植え・稲刈

りの際には、ＰＴＡ・地域の皆様のご支援ご協力をありがとうございました。稲作体験に

参加した田中学園の３年生は、家庭に帰ってからもよく話しているそうで、保護者から

体験活動をもっと増やしてほしいとの要望も出ているとのことです。田中学園は雨竜小

との連携を「雨竜モデル」と呼んでいますが、ＰＴＡ・地域の皆様のご協力によるところ

が大きく、これまでの連携が想定以上に順調であると捉えられているからです。派遣教

諭の松浦先生が、「雨竜モデルを全道に広げたいが、雨竜を超える連携は難しいのではな

いか」と言っていました。雨竜の地域性は、胸を張れるところです。  

田中学園との交流は、子供たちのコミュニケーション能力の伸長に大変有効なので、重

要度が高いと捉えています。そのような中、後期には他の学年が来町できないかと検討

していると聞いています。まだ炉辺談話程度とのことですが、来町できればもちろん交

流したいと考えます。また、来年度は、雨竜小学校から子供たちを田中学園に招きたいと

提案もありました。今後、本校でも可能性を探り、学校行事に支障が無く、子供たちの成

長に繋がるのであれば、是非実現させたいと考えます。 
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１０月２２日（土）に行われた学習発表会は、３年ぶり

に観覧者の人数制限を外すことができました。フロア、ギ

ャラリーともに、予想以上にたくさんの保護者の皆様に

お集まりいただきました。換気をしていても肌寒さを感

じないほどの熱気が子供たちに向けられ、児童の成長に

とっても好影響になったことと思います。お忙しい中お

集まりいただき、誠にありがとうございました。  

初めての出演となる１年生

は、プロ１『はじめのことば』

から緊張せずによく声が出て

いました。プロ２『ドラえもん

他』では、難しいリズムを落ち

着いて弾けていましたし、プロ

８『はたらくじどうしゃコンク

ール』でも、役の特長をよく出

していたと思います。  

最後の学習発表会となった

６年生は、プロ４『情熱大陸他』

でテンポ良く抑揚のある格好

良い音楽を弾きこなしていま

したし、プロ１２『対馬丸』で

は、難しいテーマでしたが、１

年生にもわかる丁寧な演技が

見られました。プロ１３『おわ

りのことば』では、後期会長と

なった布川君を中心にお礼が

述べられ、保護者の皆さんから

大きな拍手をいただきました。

また、ぶっつけ本番となった係

活動でもリーダーシップを取

り、最後まで円滑に進めること

ができました。  

１・６年生以外の学年も、練

習の成果を十分に発揮してい

ました。劇での声を張る努力

や、音楽でのテンポ維持など、

最高の状態を披露でき、観覧

された保護者の皆さんにも見

応え、聴き応えがあったので

はないかと思います。  

今年の学習発表会も、成功

裡に幕を閉じました。  

プロ１ １年生『はじめのことば』 

プロ２ １，２年生『ドラえもん他』 

プロ３ ３年生『子ども相談室』 

プロ４ ５，６年生『情熱大陸他』 

プロ５ ４年生『Ur リベンジャーズ』 

プロ８ １年生『はたらくじどうしゃ 

コンクール』 

プロ９ ２年生『おおかみと７ひき 

じゃなくて５ひきのこやぎ』 

プロ１０ ５年生『何でも引き受け 

     株式会社』 

プロ１１ ３，４年生『群青他』 

プロ１２ ６年生『対馬丸』 

プロ１３ ６年生『おわりのことば』 

令和４年度 

学習発表会 

テーマ 



 
 

１０月４日(火)、後期児童会役員、並びに各委員

長の任命式が行われました。前期役員の任命式と同

様に壇上で任命証を受け取る役員の姿は大変立派

でした。前期の役員の活躍も素晴らしいものでした

が、後期役員も間違いなく雨竜小学校の全校児童を

リードして、より良い学校を作っていくために力を

発揮してくれると確信しています。 

１０月６日（木）には前期終業式が行われ、校長

の言葉、各学年代表の作文発表を行い、秋休みに入

りました。今年度本格実施となった２学期制ですが、

来年度以降も秋休みを４日間取っていきますので、

よろしくお願いします。 

１０月１１日（火）、後期始業式が行われ、気持ち

も新たに後期のスタートを切っています。校長の話

では、１１月の心の教育月間に向けて「親切にする

こと」について実例を挙げて、「ヘルプ」と「サポー

ト」に分けて説明しました。普段から仲の良い子供

たちですが、後期も、お友達には親切に、いじめな

く、困っている人を見たら助けるようにしていって

もらいたいと思っています。 

また、１３日(木)５校時には体育館で児童総会が

行われました。各委員会で話し合われた後期の活動

計画について、児童会会長と各委員会の委員長より

提案されました。校長から、委員会活動には２種類

「学校のために必ずしなければならないこと（図書

当番や放送当番。行事での手伝いなど）」と、「無く

ても支障はないがあったら学校を楽しくするもの

（体育集会や全校遊びなど）」があり、前者は工夫

ができないが後者は工夫ができるので、工夫した活

動を期待していますとの話をしました。書記局や委

員長がうなずきながら話を聞いていて、後期も立派

な活動になる予感がしました。また、提案を聞く４

年生以上の児童の姿が大変立派で、積極的に説明を

したり、理由を加えながら賛成意見を述べたりする

ことができました。児童会活動・委員会活動は役員

や委員長がリードしますが、より良い学校を創り上

げていくためには全校児童が学校の問題を自分の

こととしてとらえ、積極的に関われるように支援し

ていきます。 

後期児童会役員任命式 

後期児童総会 



 

３日（水） 文化の日（町民文化祭） 

４日（金） 薬物乱用防止教室（小５・中２） 

      校内絵画展（～12/3） 

７日（月） 外国語活動 懇談週間① 

８日（火） 保育園交流（5 年） 

      懇談週間② 

９日（水） 懇談週間③ 

１０日（木） 懇談週間④ 

１１日（金） 外国語活動 懇談週間⑤ 

       「書」de 交流プロジェクト 

集団下校班長会議 

家庭学習強調週間③(～11/17) 

１３日（日） 北Ｐ連研修会（赤平） 

１４日（月） 外国語活動 懇談週間⑥ 

１５日（火） 懇談週間⑦ 

１６日（水） 集団下校訓練（５時間授業） 

１７日（木） 懇談週間⑧ 

１８日（金） 外国語活動 委員会② 

２１日（月） 外国語活動 ＰＴＡ役員会③ 

２３日（水） 勤労感謝の日 

２５日（金） 小中合同公開研究会 外国語活動 

２８日（月） 外国語活動  

２９日（火） 食育の日（追加分） 

３０日（水） 諸費引去日 

       

 
 
 

 雨竜町教育講演会  

 日 時  令和４年１２月７日（水）１８：３０～１９：３０ 

会 場  雨竜町公民館 大ホール 

   講 師  深川市立病院 助産師 佐 藤 亜也子 氏 

        ※学校より今後案内が配付されます。参加の申し込みに関わる不明点は， 

学校（教頭）までお問い合わせ下さい。 

 

 

 
 

学校では１月からスキー授業が始まります。少し早いです

が、スキーの準備についてあらかじめお願いいたします。 

スキーの調整は、専門店（購入店）で行うようにして下さ

い。これは、ＰＬ法（製造物責任法）で、『製品の欠陥が原因

で被害を受けた場合に、製造主に責任がある』と定められて

いるからです。 

そのため、１度でも指導者によってビンディングの調整等を行ってしまうと、その

保障が受けられなくなります。授業中にビンディングが緩くスキー靴が外れる場合で

も、教職員で調整することはできません。今シーズンのスキーが始まる前に、余裕を

持って専門店（購入店）で調整しておくよう、お願いいたします。 

 

＜「書」で交流プロジェクト＞  

 雨竜に縁のある書道家「辻井京雲」先生のお弟子さんが、毎年子供たちに書道を教

えに来てくださっています。今回は、教育大学岩見沢校の土井准教授が、１０月２８

日、１１月１１日の両日お越しいただけます。  
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